
（何を議論する場かわかりにくい）
（どのような意見をすればよいのかわからない）
・個々の立場から自分事の課題を出し合う場
・現場の声を行政に届ける場
・それらの各論を総論へ広げていく議論が必要
・話しやすい空気感
・自分の意見が活かされる

⇒事務局としての改善点
○報告事項は簡潔に
○協議事項は議論のポイントを明確に

（なぜ協働が必要なのか）
・市民のやりたいことを実現する仕組み
・個々の市民活動の課題解決の方法
・課題をどう拾うかが重要
・データの裏にある課題や状況が見えるか
・多様な世代や立場の人等、より多くの人との意見交換

⇒今後の課題
○個々の課題やデータの裏にあるものをどう拾い上げるか
○行政と中間支援組織との連携

意見交換会を踏まえて

【委員会について】 【協働のまちづくりについて】

資料１

■開催日時
令和５年３月２２日（水） １３時３０分から１５時３０分まで
■開催場所
市民総合交流センター（キラリエ草津） ４０１会議室
■出席委員
乾委員、土山委員、森田委員、四方委員、平井委員、布施委員、佐藤委員
■欠席委員
出呂町委員、斎藤委員、喜田委員
■事務局
西山課長、矢野係長、中波係長、中司主任
■中間支援組織
草津市コミュニティ事業団 織田局長、茶木氏
草津市社会福祉協議会 馬場氏
■協働コーディネーター
仲野氏

■意見交換会の内容
委員会の役割についてと協働のまちづくりについて
２班に分かれてフリートークを行った。

［Ａ班］
乾委員長、四方委員、佐藤委員、仲野氏、茶木氏、
西山課長、中波係長
［Ｂ班］
土山副委員長、森田委員、平井委員、織田局長、馬場氏、
矢野係長、中司主任

事務局としてこの委員会に期待すること
・様々な立場や経験からの多様な意見をいただくこと
・より広く市民の意見が反映できる施策や計画となるよう市に助言していただくこと


